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技術科 「材料と加工に関する技術」 における 「まとめと振り返り」 の学習指導の実態把握
一凝縮ポート フォリ オと しての機能に着日 して一 
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本研究の目的は, 中学校技術 ・ 家庭科技術分野 「材料と加工に関する技術」 (以下, 材料加工学習) において, 製作実習
後に実施される 「まとめと振り返り」 の指導の実態を , 凝縮ポート フォリ オと しての機能や ICT活用の観点から把握す
ることである。 全国の公立中学校の技術科教員190名を対象に 「まとめと振り返り」 の指導について, その実践状況の調
査を実施した。 その結果, 全体の95.3% の教員が 「まとめと振り返り」 の指導を重要だと考えており , 実践率も高い実態
が把握された。 しかし , その指導内容は, 学習経験の振り返りが中心であり , 今後の学習を方向づける指導内容は十分と
はいえなかった。 また, 教員は 「まとめと振り返り」 の効果と して, 表現力向上のみに着目しており , 凝縮ポート フォリ
オの持つ多様な機能への期待感は低かった。 さ らに, 「まとめと振り返り」 の指導を実践している教員のう ち , ICTの活
用率は53.6% に留まり , 凝縮ポート フォリ オを充実させる観点からの活用はあまり意識されていない点に課題が見いださ

れた。 これらの結果に基づき , 今後の実践の充実に向け , 「まとめと振り返り」 の指導内容のフレームワークについて考
察した。 
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1 . はじめに
2008年告示学習指導要領において技術科の内容 A. 

「材料と加工に関する技術」 (以下, 材料加工学習) の指
導項目は, ①生活や産業の中で利用されている技術, ②
材料と加工法, ③材料と加工に関する技術を利用した製
作品の設計 ・ 製作と されている 2)。 材料加工学習では, 
生徒が材料の物性や加工方法に関する基礎的 ・ 基本的な

知識及び技術の習得を通して, 生活と技術とのかかわり
について理解を深め, 進んで生活を工夫し創造する能力
と実践的な態度を育てることが重要である。 こ こでいう

「進んで生活を工夫し創造する能力と態度」 とは, 生活
する上で直面する様々な問題解決に当たり , 学んだ知識
と技術を応用した解決方法を探究したり , 組み合わせて
活用したりするこ と , それらを基に自分なりの新しい方
法を創造するこ となど, 実際の生活の中で生かすこ とが
できる能力と態度を指している3)。 そのため材料加工学
習では, 実践的 ・ 体験的な学習と してものづく り を中心
と した製作実習が取り入れられている。 しかし , 単に製
作実習を授業に取り入れるだけでは, 習得した知識や技
術を実生活に生かす視点を生徒に持たせるには不十分で

ある。 生徒が学んだこと を俯瞰的に捉え , 今後の学習や

自己の生活に生かせるよう , 教師は適切な意識付けと視
点形成を支援する必要がある。 そのために技術科の実践

では広範に, 製作実習の終了時に 「まとめと振り返り」
の指導が行われている。 ここでいう 「まとめと振り返り」

の指導は , レポート作成やプレゼンテーシ ョ ンなど, 多

様な形態での実践が行われており , その名称も様々であ
る。 しかし , 本研究では, 一つの題材の終末段階におい
て, 生徒の製作した製作品に対する総括的な自己評価と
して生徒に記述させたり , 発表させたりする指導を指し
て, 「まとめと振り返り」 の指導と呼ぶことにする。- 方, 各教科の学習指導や総合的な学習の時間等にお
いて児童 ・ 生徒に自己の学びを振り返らせ, 自己省察を
促し , 今後の学習の方向づけを行う指導の形態は, 一般
的にポート フ ォリ オと呼ばれている。 ポート フ ォリ オは, 

体験的 ・ 問題解決的学習に取り組む実践の過程において, 
生徒の努力や進歩 , プロセスや達成したこ となどの思考
プロセスを記録したものである 4)。 ポート フ ォ リ オの指

導では, 「生徒が自ら学んだこ と を振り返り , 生徒同士
で学びを共有するこ とで , さらに深い学びへとつなげて
い く こ と」 が期待 されている 5)。 また , ポート フ ォリ オ

の作成には, 授業の終了時に当該時間で学習した内容や
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活動の状況を記録する課題ポート フォリオ, 学習のまと
ま り の終末段階においてそれまでの学習過程の資料を編

集し , 一連のプロジェク ト を俯瞰的に振り返った凝縮ポー
ト フォリ オに大別できる。 前述した 「まとめと振り返り」

の指導は, このよう なポート フォリオの概念から見ると , 
凝縮ポート フォリ オの指導に相当するものと考えるこ と

ができる。 また, ポート フォリ オの指導では, 生徒が自
らの成果物等を継続的に蓄積したり , 凝縮ポート フォリ
オを公開したりする活動を含んでいるため, ICT活用と
の親和性が高い。 2010年に文部科学省から刊行された
「教育の情報化に関する手引き」 においても , 「評価を充
実させるための ICT活用」 と して, 「学習活動の過程や
成果などの記録や作品を計画的に集積したポート フォリ

オによる評価のために , コ ンピュータ , デジタルカ メ ラ

などを用いて児童生徒の作品を記録したり集積したりす

ることができる」 と述べられている6)。
これまでにも , 技術科においては, ポート フ ォリ オの

概念を用いた先行研究が少なからず行われてきている。 

例えば, 森山ら (2003) は情報学習における w eb べ一 
ジ作成の題材と してのデジタルポート フ ォリ オ制作を展

開し , 学習効果を実践的に検討している7)。 その結果, 
①デジタルポート フ ォ リ オ制作によ って , 「情報の判断

力」 , 「情報の創造力」 , 「情報モラル」 等の各項目で情報
活用実践力が形成されるこ と , ②素材となる活動に対す
る評価基準設定や目標志向性等のメ タ認知的振り返り を

促すこ とによ って , デジタルポート フ ォリ オ制作に対す

る付随反応を生起させう る可能性などを示している。 し

かし , この研究はあく まで情報学習の題材と してデジタ
ルポート フ ォリ オを設定しているため, 材料加工学習に
おける凝縮ポート フォリ オの学習効果という観点での検

討は十分に行われていない。

前述したよう に, 生徒の主体的なプロ ジェ ク ト を中核
と した材料加工学習においては, 「まとめと振り返り」
の指導を凝縮ポート フ ォリ オと しての機能に留意して実

践するこ とが, 教科目標の達成に極めて重要な課題とな
る。 しかし , 教育現場に広く浸透している 「まとめと振
り返り」 の指導に対して技術科教員が適切に凝縮ポート

フォリ オと しての機能に留意した指導を展開しているか

どう かについては, その実態は必ずしも定かではない。 

そこで本研究では, 材料加工学習における 「ま とめと
振り返り」 の指導について, その実践状況を把握すると
と もに, 技術科教員が 「まとめと振り返り」 を凝縮ポー
ト フ ォリ オと しての機能に留意した上で ICT を活用し
た実践を展開しているかどう かについて実態把握を試み

るこ と と した。 

2 . 方法
2.1 調査対象
調査は2011年 9 月~ 10月に郵送にて実施した。 調査対
象者は, 全国 (東日本大震災の被災地である岩手 ・ 福島 ・ 
宮城を除く ) から無作為に抽出した公立中学校500校の
技術科の教員を対象と した。 返送者194名のう ち , 回答
に欠損のあるものを除き , 190名を有効回答と した (有
効回答率38.0%, 表 1 )。 有効回答者の平均教職経験年
数は20.8年であった。 また, 技術科の教員免許を保有し
ている教員は167名で全体の87.9 % であった。
2.2 調査内容
調査内容には 「まとめと振り返り」 の指導に関して, 
設問① 「指導の重要性」 , 設問② 「指導形態」 , 設問③
「指導内容」, 設問④ 「凝縮ポート フォリオとしての機能」 , 
設問⑤ 「 ICT活用の状況」 , 設問⑥ 「 ICT活用の効果」 , 
設問⑦ 「 ICT活用の困難」 の 7 項目を設定した。 この中
で, 質問項目①及び⑤以外の項日は複数回答可と した。
設問①では, 「実習で製作品が完成した後の 「まとめ
と振り返り」 の指導は重要だと思いますか ? 」 の質問に
対し 「とても思う」 , 「少し思う」 , 「あまり思わない」 , 
「全く 思わない」 の選択肢を設定した。 設問② 「指導形

態」 では, 「 レポート など生徒に振り返り を記述させた
ものを提出させる (基本的に先生が読んで評価) 」 , 「レ
ポートなど生徒に振り返り を記述させたものを提出させ, 
生徒がお互いに読めるよう にする」 , 「行っていない」 な
ど 6 つの選択肢を設定し , 複数回答と した。 設問③ 「指
導内容」 では, 「完成した時の感想」 , 「製作過程の振り
返り」 など 7 つの選択肢を設定し , 複数回答と した。 設
問④ 「凝縮ポート フォリオと しての機能」 では期待する

効果と して鈴木 (2000) の考え方5) に基づき , 「生徒の
表現力や文章力の向上」 , 「生徒が自分の知識を再構築す
る力の向上」 など 8 つの選択肢からの複数回答と した。 

表 1 調査対象
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材料加工学習における 「まとめと振り返り」 の指導に関する調査

技術科の 「材 加工 の学'・ 指 について各質問項目に対して , 口にチ

( 支えなければ) 

m 先生ご自ll「のことについて のMにお l l 下さい.
1 教職経験年数 年

2 技術科の指導経験 口技術科の教員免許を保有 し, 授業を担当している .

口技術科の教員免許を保有 しておらず, 臨時免許で授業を担当している,

(専門の科目名 )

回 実 i でl l作口 ttが'10 した後のn*について以下の f 間に響えて下さい ,
1 . 'e●でa作aが完成 し l・e,の 「まと b ' i り返り」 の は●◆だと息いますか'口と て ・ 思う 口少 し思 う 口 あま り思わない 口全 く 思わなし

2 . 実管で集作a・が完成 した後の 「まとめと最 り' f り」 の指事 はどのようにn していますか
口材料加工学習の中で時間を設定し, 指 している ( 時間程度) ,

口材料加工学習の後, 情報学習と して製作実習を素材と した題材 (例えば, 実習報告書の作成やプレゼ

ンテーン , ンな ど) を設定し . 指導を してい る。 

図 1 調査票

実曾で 作品が した後の 「まとめと り IEり」 の はどのよ うな形0 で t か? (n●択可)
口レポー トなど生徒に振り返りを記述させたものを提出させる (基本的に先生が読んで評価) , 

口 レポー トな ど生徒に振り返り を記述させたものを提出させ , 生徒がお互いに読めるよ うにする

口完成 した製作品をク ラスやグループの中で発表させる ,

口完成した製作品を生徒同士でお互いに評価させあう ,

口その他 ( ) 

口行っていない. 

実 で ! l作品が した後の 「まとめと り通り」 の播事自容はどのよ うなもので t か m可)
口製作過程の振り返り 口製作品の完成度の評価 口完成した時の感想

口 回の製作に向けた課題 口技術的なものの見方 ・ 考え方 口学んだこと を生活に活かす視点

口その他 ( ) 

設問⑤ 「 ICT活用の状況」 では, 「ワープロでレポート
を書かせる。」 「 プレゼンテーシ ョ ンソ フ ト を使って発表

させる」 , 「活用したこ とがない」 などの 7 つの選択肢を
設定した。 設問⑥ 「 ICT活用の効果」 では, 「ものづく
りの学習と情報の学習とを教育課程上で自然な形で接続

できる」 , 「生徒のコンピュータ操作技能や情報活用能力
を自然な形で高めることができる」 など 6 つの選択肢を
設定し , 複数回答と した。 設問⑦ 「 ICT活用の困難」 で
は, 「パソ コ ン教室と技術室との教室移動が難しい」 , 
「技術室で使用できるコ ンピュータが確保できない」 な

ど 9 つの選択肢を設定し , 複数回答と した。 実際に使用
した調査票を図 1 に示す。
2.3 手続き
調査は郵送にて行った。 調査後, 回答の欠落したもの, 
規則性が見られるものは有効回答から除いた。 分析では

まず, 各設問 ・ 各項目について単純集計を行った後, 指
導形態のう ち , ICT活用の状況によって活用群 ・ 非活用
群に分け, 各項目の回答率を比較した。

3 結果と考察
3.1 「まとめと振り返り」 の指導実態と凝縮ポートフォ
リオと しての機能

(1 ) 「まとめと振り返り」 の指導の重要認識と指導形態
「まとめと振り返り」 の指導の重要性について集計し

た (表 2 )。 その結果, 「実習で製作品が完成した後の
「まとめと振り返り」 の指導は重要だと思いますか ? 」
との質問に対して, 「とても思う」 (61.1%) , 「少し思う」
(34.2% ) を合わせて95.3% の教員が肯定的に回答した。 

実● で最作・・が したa の 「まとめと i リ選り」 で生組 ' レポート をまとめさせたり , 義表さ11たりす

ることにはどのような 果があると恩われますか ? (n●択可)
口生1従の表現力や文章力の向上 口生 が自分の知識を再構築する力の向上

口自尊感情や自己効力感の向上 口間題解決能力や思考力, 判断力の向上

口自己評価能力や相互評価能力の向上 口興味 ・ 関心 ・ 言欲 ・ 態度の向上

口その他 ( )

口特に期待する効果はない

実● 終了a' 「まとめと a リ通り」 の精事で , ンビュー タを活用したことがありますか ?

口ワープロで レポー ト を書かせる , 口プレゼンテーシ , ンソフ ト を使って発表させる ,

口W,b ベー シを作らせ る , 口デー タベースやブ ・ グのよ う な システムに投稿 させる , 

口ポスターのよ う な掲示物を作らせる, 口その他 ( ) 

実 i 了 に 「まとめと り通り」 の指*で生 にコンピュータを活用さ t るこ とには ・ のよ うな 果

があると恩われますか ? ( m可)
口ものづく りの学習と情報の学習と を教育課程上で自然な形で接続でき る,

口生徒のコン ピュータ操作技能や情報活用能力を自 な形で高めるこ とができる ,

口静止画や動画, 音声などのマルチメ デ ィア を利用するこ とで , 生徒によりわかりやすい資料を作ら

せるこ と がで き る ,

口編集が容易なので生徒に完成度の高いレポー トや発表を行わせるこ とができる ,

口作られたレポー トや資料, 製作品の映像などをネ トワーク上で共有できるので , 生従がお互いに

習資料と して活用しあうこ とができ る ,

口複製が容易なのて , 家庭や子校内, 子校外など生徒も教師も様々なとこ ろでコ ピーを利用すること

ができ る .

口ハイパーリ ンク機能を活用するこ とで評価とその根拠となる成果物と を関連づけるこ とができる , 

口デジタル化されているので , 多 く の生徒のレポー トや資 1を保管するのに場所をと らない,

口デジタル化されているので , 時間がたっても劣化 したり色あせたり しない ,

口その他 ( ) 

i 終了被に 「まとめと り返り」 の *で生 にコンピュータ i活 l; さ t ることにはどのよ うな国

があると息いま 'l -か ?nしていない方は 「実aないa 由」 と してお着え 'Fさい (M通択可)
口パソコン教室と技術室との教室移動が難 しい,

口技術室で使用でき るコン ピュータが確保できない ,

口生徒のコン ピュータ操作スキルが不十分,

口 「まとめと振り返り」 という日的に 1った使い 手の良いソフ トがない ,

口プリン ト等, 紙に書かれた 習記録やレポー トなどをデジタル化するこ とが難しい ,

口製作実習時に技術室で使用できるデジダルカメ ラや ビデオカメ ラが確保できない ,

口製作実習時に 影した写真等のデジタルデータ を継時的に管理するこ とが難しい ,

口特に , コン ピュータ を使わせるこ とに必要性を感 じない ,

口その他 ( ) 

次に, 「まとめと振り返り」 の指導形態について集計し
た (表 3 )。 指導形態に対する回答のう ち, 「行っていな
い」 と回答した12.6%を除く と , 87.4%の教員 (n=166) 
が実践していると回答した(以下, 実践群)。 指導内容の
内訳は, 「レポート など生徒に振り返り を記述させたも
のを提出させる」 (71.1%) が最も多かった。 その他, 
「完成した製作品をクラスやグループの中で発表させる」

(18.4%) , 「完成した製作品を生徒同士でお互いに評価
させあう」 (16.8%) などの回答率は低かった。 これらの
ことから , 「まとめと振り返り」 の指導に対する重要性
認識度は高く , 大部分の教員がレポート課題の形式で実
践している実態が把握された。

(2) 「まとめと振り返り」 の指導内容
実践群の教員 (n=166) の指導内容について集計した

(表4 )。 その結果, 「完成した時の感想」 (68.1%) , 「製
作過程の振り返り」 (64.5%) , 「製作品の完成度の評価」
(63.3%) の回答率は高かった。 逆に, 「学んだこ とを生
活に活かす視点」 (34.3%) , 「技術的なものの見方 ・ 考
え方」 (18.1%) , 「次回の製作に向けた課題」 (15.7%) 

表 2 実習での 「まとめと振り返り」 の重要性の認識
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人数 割合

一 
'
4
0
 

11 6
65
9
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いな
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わ
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う
思
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もEE-
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り

田- 

て
し
ま
く 

と
少
あ
全

190 100. 0% 
N=190 
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表 3 「まとめと振り返り」 の指導形態

人数 割合

レポートなど生徒に振り返りを記述させたものを提出させる。

完成した製作品をクラスやグループの中で発表させる。

完成した製作品を生徒同士で相互評価

行っていない。

レポートなど生徒に振り返りを記述させたものを提出させ, 生徒がお互いに読めるようにする。 
その他

35
5
2
4
3
8
 

1
3
3
2
1
 

71. 1% 
18. 4% 
16. 8% 
12.6% 
6.8% 
4.2% 

N=190 

表 4 「まとめと振り返り」 の指導内容

人数 割合

完成した時の感想 113 68. 1% 
製作過程の振り返り 107 64. 5% 
製作品の完成度の評価 105 63. 3% 
学んだこ と を生活に活かす視点 57 34. 3% 
技術的なものの見方 ・ 考え方 30 18. 1% 
次回の製作に向けた課題 26 15. 7% 
その他 11 6. 6% 
n=166 

表 5 「まとめと振り返り」 の指導に期待する凝縮ポートフォ リオと しての機能

生徒の表現力や文章力の向上

生徒が自分の知識を再構築する力の向上

自己評価能力や相互評価能力の向上

興味 ・ 関心 ・ 意欲 ・ 態度の向上

問題解決能力や思考力 , 判断力の向上
自尊感情や自己効力感の向上

その他

0 1
1
6
4
2
5
5
 

1
8
6
6
6
4
 

%
%
%
%
%
%
%
 

2
6
7
7
6
7
6
 

3
2
4'
3
2
3
2
 

5
4
3
3
3
2
 

N=190 

の回答率は低かった。 このこ とから , 「まとめと振り返
り」 の指導内容は, 学習したことを振り返えらせる指導
は十分に行われているものの, 今後の学習に向けた課題
意識を持たせる指導は不十分である実態が把握された。 

(3) 「 まとめと振り返り」 の指導に期待する凝縮ポート
フォ リオと しての機能

「まとめと振り返り」 に期待する凝縮ポート フ ォリ オ

と しての機能について集計した (表 5 )。 その結果, 「生
徒の表現力や文章力の向上」 (53.2%) に対する回答率
が過半数を超えていたものの, 「興味 ・ 関心 ・ 意欲 ・ 態
度の向上」 (33.7%) , 「問題解決能力や思考力 , 判断力
の向上」 (32.6%) , 「自尊感情や自己効力感の向上」
(23.7%) についてはいずれも回答率が低く なった。 こ
のこ とから , 教員は 「まとめと振り返り」 の指導に対し
て, 言語活動の一環と しての表現力向上のみに着日して
おり , 凝縮ポート フォリ オの持つ多様な機能への期待感
は低い実態が把握された。 
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3.2 「まとめと振り返り」の指導における ICT活用の状況
(1 ) ICT活用の実践率
「まとめと振り返り」 の指導において実践していると

回答した実践群の教員 (n=166) の中から , ICT活用の
状況を集計した (表 6 )。 その結果, 「実習終了後に 「ま
とめと振り返り」 の指導でコンピュータを活用したこ と

がありますか? 」 に対し , 「活用したこ とはない」 と回
答した教員が46.4% であった (以下, ICT非活用群 n=77)。 
これに対して, 選択肢のう ちいずれかの活用形態を回答
した教員は, 53.6%であった (以下, ICT活用群 n=89)。 
ICT活用群におけるアプリ ケーシ ョ ンの利用状況では , 
ワープロ ソ フ ト (42.2%) , プレゼンテーシ ョ ンソ フ ト
(22.3%) への回答率が高く , この 2 つのソフ トウェア
が主に用いられている実態が把握された。

(2) ICT活用に期待する効果
「まとめと振り返り」 の指導における ICT活用に期

待する効果を集計した (表 7 )。 その結果, 「生徒のコン
ピュータ操作技能や情報活用能力を自然な形で高めるこ

とができる」 (57.4%) , 「 ものづ く りの学習と情報の学
習と を教育課程上で自然な形で接続できる」 (50.0%) 
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表 6 「まとめと振り返り」 の指導における ICT活用の状況

人数 割合

活用 したこ とはない
ワープロで レポー ト を書かせる

プ レゼンテーシ ョ ンソ フ ト を使って発表させる

Webべ一 ジを作らせる
ポスターのよ う な掲示物を作らせる

データベースやブログのよ うなシステムに投稿させる
7
0
7
1
6
2
 

7
7
3
1
 

46. 4% 
42. 2% 
22. 3% 
6. 6% 
3. 6% 
1. 2% 

n=166 

表 7 「まとめと振り返り」 の指導における l CT活用に期待する効果

人数 割合

生徒のコンピュータ操作技能や情報活用能力を自然な形で高めることができる

ものづくりの学習と情報の学習とを教育課程上で自然な形で接続できる

デジタル化されているので, 多くの生徒のレポートや資料を保管するのに場所をとらない
静止画や動画, 音声などのマルチメディアを利用することで, 生徒によりわかりやすい資料を作らせることができる
デジタル化されているので, 時間がたっても劣化したり色あせたりしない
編集が容易なので生徒に完成度の高いレポートや発表を行わせることができる

作られたレポートや資料, 製作品の映像などをネットワーク上で共有できるので, 生徒がお互いに学習資料として活用しあうことができる
複製が容易なので, 家庭や学校内, 学校外など生徒も教師も様 な々ところでコピーを利用することができる

ハイパーリンク機能を活用することで評価とその根拠となる成果物とを関連づけることができる

その他

10 9
95
70
62
36
35
33
13
8
8
 

4%
0%
8%
6%
9%
4%
4%
8%
2%
2%
 

' =
' 

' 
' 
6
 
4
 
4
 

N=190 
表 8 「まとめと振り返り」 の指導における l CT活用の困難点

人数 割合

パソ コン教室と技術室との教室移動

生徒のコ ン ピュータ操作のスキル

技術室でのコ ン ピュータの確保

製作実習時に技術室で使用でき るデジタルカ メ ラや ビデオカ メ ラの確保

特に , コ ン ピュータ を使わせるこ と に必要性を感 じない
その他

撮影した写真等のデジタルデータ を継続的な管理

紙に書かれた学習記録やレポー ト などのデジタル化

「ま とめと振り返り」 とい う日的に沿ったソ フ ト がない

7
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9
3
1
0
6
6
1
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4
4
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2
1
1
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%
 
%
 
%
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8
7
4
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0
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5
2
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3
8
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4
3
2
2
2
1
1
 

N=190 

の 2 つの回答率が高く なった。 しかし , 「デジタル化さ
れているので , 時間がたっても劣化したり色あせたり し
ない」 (18.9%) , 「編集が容易なので生徒に完成度の高
いレポートや発表を行わせることができる」 (18.4%) , 
「作られたレポートや資料, 製作品の映像などをネ ッ ト
ワーク上で共有できるので , 生徒がお互いに学習資料と
して活用しあう こ とができる」 (17.4%) , 「複製が容易
なので, 家庭や学校内, 学校外など生徒も教員も様々な
ところでコピーを利用することができる」 (6.8%) といっ
た評価資料がデジタル化されたこ との利点を活かす効果

については回答率が低かった。 このこ とから , 「ま とめ
と振り返り」 の指導における ICT活用に対して教員は, 
主と して技術科のカリキュラムにおける 「情報に関する

技術」 の学習との接続を重視しているものの, ポート フォ
リ オをデジタル化するこ との利点にはあまり着目してい

ない実態が把握された。

(3) ICT活用上の困難点
「まとめと振り返り」 を生徒に書かせる際の ICT活
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用の困難点について集計した (表 8 )。 その結果, 「パソ
コン教室と技術室との教室移動」 (40.5%) , 「技術室で
のコンピュータの確保」 (25.8%) , 「製作実習時に技術
室で使用でき るデジタルカ メ ラやビデオカ メ ラの確保」

(22.6%) についての回答率が高く なった。 このこ とか
ら , 技術室での授業を基本とする材料加工学習では, 
ICT機器を活用するための教室環境に課題のあること示
唆された。 一方, 教室環境とは異なる観点と して, 「生
徒のコンピュータ操作のスキル」 (34.2%) の回答率も
高かった。 これは, 1 年生時での履修が多い材料加工学
習では, その実習終了時点では 「情報に関する技術」 の
学習が十分に実施できていないためではないかと考えら

れる。

3.3 ICT 活用状況の違いによる 「まとめと振り返り」 の
指導に対する意識の差異

前節で設定した ICT活用群 ・ 非活用群間で, 「まとめ
と振り返り」 の指導に対する意識の差異を検討した。 そ

の際, 重要性認識, 実践の有無については回答に偏り



森 山 潤 竹 内 伸 行 萩 嶺 直 孝 勝 本 敦 洋

(全体の95.3 % , 87.4 % ) が大きかったため群間比較から
除外した。

(1) ICT活用 ・ 非活用群間における指導形態 ・ 内容の差
異

まず, 「まとめと振り返り」 の指導を実践している教
員内 (n=166) で, ICT活用 ・ 非活用群間の指導形態の
違いについて比較した (表 9 )。 その結果, 全ての指導
形態について群間に有意な差は見られず , 「ま とめと振
り返り」 の指導形態と ICT活用の有無との関連性は示
されなかった。 同様に, 「まとめと振り返り」 の指導を
実践している教員内 (n=166) で, ICT活用群 ・ 非活用
群の指導内容の差異を比較した (表10)。 その結果, 全
ての指導内容について群間に有意な差は見られず, 「ま
とめと振り返り」 の指導内容は ICT活用の有無と関連
性は示されなかった。

(2) ICT活用 ・ 非活用群間における凝縮ポートフォ リオ
と しての機能に対する期待の差異

ICT活用 ・ 非活用群間で 「まとめと振り返り」 の指導
に対する凝縮ポート フ ォリ オと しての機能への期待を比

較した (表11)。 その結果, 「生徒の表現力や文章力の向
上」 について, ICT活用群の教員 (64.0%) の方が, 非

活用群の教員 (46.8%) より も回答率が有意に高かった。 
前述したよう に, 「生徒の表現力や文章力の向上」 は全
体の集計においても最も回答率の高い項日であり , 教員
が 「まとめと振り返り」 の指導を言語活動の一環と して

捉えている傾向が示されている。 この項目において ICT 
活用群の教員の回答率が有意に高かったことから , ICT 
を活用する教員は, ICT機器を言語活動の支援ツールと
して意識しているのではないかと考えられる。

(3) ICT活用 ・ 非活用群間における ICT活用に期待する
効果の差異

「ま とめと振り返り」 の指導において生徒に ICT を
活用させることに期待する効果について, ICT活用群 ・ 
非活用群を比較した (表12)。 その結果, 「生徒のコンピュー
タ操作技能や情報活用能力を自然な形で高めるこ とがで

きる」 , 「ものづく りの学習と情報の学習とを教育課程上
で自然な形で接続できる」 において, ICT活用群の教員
(74.2%) の方が, 非活用群の教員 (41.6%) より も回答
率が有意に高く なった。 逆に , 「編集が容易なので生徒
に完成度の高いレポートや発表を行わせることができる」

では, ICT非活用群教員は少ないながらも活用群の教員
より も回答率が有意に高く なった。 こ れらの結果から , 

表 9 l CT活用 ・ 非活用群間における指導形態の差異_
ICT活用群(n=89) 

_
ICT非活用群(n=77) 

_
人数 割合 人数 割合

レポートなど生徒に振り返りを記述させたものを提出させる

完成した製作品をクラスやグループの中で発表させる

完成した製作品を生徒同士で相互評価させる

レポートなど生徒に振り返りを記述させたものを提出させ, 生徒がお互いに読めるようにする

77
22
18
6
 

86.5% 
24.7% 
20.2% 
6.7% 

58
13
14
7
 

75.3% 
16.9% 
18.2% 
9.1% 

χ2(1)=3.41, ns 
χ2(1)=1.52, ns 
χ2(1)=0.11, ns 

2(1)=0.32, ns 

n=166 

表10 ICT活用 ・非活用群間における指導内容の差異

ICT活用群 (n= 89) ICT非活用群 (n=77) 

_
人数 割合 人数 割合

完成した時の感想 55 61. 8% 50 64. 9% χ2 (1) =0. 17, ns
製作過程の振り返り 51 57. 3% 49 63. 6% χ2(1)=0. 69, ns
製作品の完成度の評価 62 69. 7% 51 66. 2% χ2(1)=0. 22, ns
学んだことを生活に活かす視点 16 18. 0% 11 14. 3% χ2(1)=0. 41, ns
技術的なものの見方・ 考え方 20 22. 5% 10 13. 0% χ2(1)=2. 51, ns
次回の製作に向けた課題 35 39. 3% 21 27. 3% χ2(1)=2. 68, ns
その他 2 2. 2% 4 5. 2% ,x 2(1)修正値=1. 04, ns 
n=166 

表11 l CT活用 ・ 非活用群間における凝縮ポートフォ リオと しての機能に対する期待の差異

ICT活用群 (n=89) ICT非活用群 (n=77) 

_
人数 割合 人数 割合
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表12 l CT活用 ・ 非活用群間における l CT活用に期待する効果の差異

ICT活用群 (n=89) ICT非活用群 (n=77) 

生徒のコンピュータ操作技能や情報活用能力を自然な形で高めることができる

ものづくりの学習と情報の学習とを教育課程上で自然な形で接続できる

複製が容易なので, 家庭や学校内, 学校外など生徒も教師も様 な々ところでコピーを利用することができる
デジタル化されているので, 多くの生徒のレポートや資料を保管するのに場所をとらない
静止画や動画, 音声などのマルチメディアを利用することで, 生徒によりわかりやすい資料を作らせることができる
デジタル化されているので, 時間がたっても劣化したり色あせたりしない
ハイパーリンク機能を活用することで評価とその根拠となる成果物とを関連づけることができる
編集が容易なので生徒に完成度の高いレポートや発表を行わせることができる

作られたレポートや資料, 製作品の映像などをネットワーク上で共有できるので, 生徒がお互いに学習資料として活用しあうことができる
64
66
34
30
18
17
16
2
3
 

9%
2%
2%
7%
2%
1%
0%
2%
4%
 

71
74
38
33
20
19
18
2
3
 

25
32
26
26
13
14
16
8
4
 

5%
6%
8%
8%
9%
2%
8%
4%
2%
 

32
41
33
33
16
18
20
10
5
 

2 (1)=25.82, p<0.01 
2(1)=18.14, p<0.01 
2(1)=0.35, ns 
2(1)=0.00, ns 
2(1)=0.30, ns 
2(1)=0.02, ns 
2(1)=0.21, ns 
2(1)=5.07, p<0.05 
2(1)=0.34, ns 

n=166

ICT活用群の教員は, カリキュラム上の 「情報に関する
技術」 の学習との連携に強く期待しているのに対し , 
ICT非活用群の教員は, 生徒に完成度の高いレポートや
発表を行わせるために ICT が効果的であると期待して
いる傾向が示唆された。

3.4 考察
これらの結果から , 技術科の教員は, 材料加工学習に

おける 「まとめと振り返り」 の指導に対する重要性を強

く 認識してはいるものの, 指導内容が完成時の感想記述
など言語活動の一環と しての表現力向上に着目している

ため, 凝縮ポート フ ォリ オと しての学習効果は十分に機
能していないこ とが示された。 こ れには様々な理由が考

えられるが, その一つと して , ポート フォリ オの概念が

技術科の教員間に十分, 浸透していない可能性が指摘で
きる。 そのため, 生徒が 「まとめと振り返り」 の指導で
作成したレポート を 「関心 ・ 意欲 ・ 態度」 の評価資料と

してのみ扱い , 生徒にレポート を書かせるこ とによる自
己評価の効果を十分に考慮していないのではないかと考

えられる。 したがって , 今後の実践においては, 「ま と

めと振り返り」 の指導を, 新たな学習に向けた課題意識
を持たせるための指導へと質的に転換していく こ とが求

められる。 そのためのフレームワーク と しては , 本研究

で示した凝縮ポート フォリ オの機能を材料加工学習の具

体的な学習活動や作業工程にあてはめ, 次のよう にまと
めることができよう。

このフレームワークを用いて生徒にレポートやプレゼ

ンテーシ ョ ンなどを作成させるこ とで , 凝縮ポート フ ォ

リ オの機能を適切に反映した 「まとめと振り返り」 の指

導が展開できるものと期待される。 しかし , 上記のフレー
ムワークに即 して生徒にレポート やプレゼンテーシ ョ ン

などを作成させるためには, 製作実習中に多様な中間成
果物を資料と して蓄積させることが必要となる。 したがっ

て , 「まとめと振り返り」 の指導の充実に向けては, 題
材全体にわたって計画的に評価アイ テム (プリ ントや提
出物など) を配置すると共に, 継続的に個々の実習状況
の記録を蓄積する 「学習記録」 等の工夫 (課題ポート フォ
リ オ) が重要である。 そして, このよう な題材全体にわ
たる評価計画をスムーズに展開するために , ICT を効果

一材料加工学習における 「まとめと振り返り」 の指導内容フレー ムワー クー

< 凝縮ポートフォ リオと しての機能> < 生徒に考えさせる課題設定の例>
表現力や文章力の向上 ①製作の動機

②製作品の機能, 構造
問題解決能力, 思考力 ・ 判断力の向上 ③設計における問題解決, 思考 ・ 判断

・ 探究(調査や実験) したこと
・ 設計で工夫したり , 苦労したこと

知識を再構築する力の向上 ④製作工程の概要

・ 材料取りの作業内容

・ 部品加工の作業内容

・ 組み立て, 調整の作業内容
・ 塗装, 仕上げの作業内容

問題解決能力, 思考力 ・ 判断力の向上 ⑤製作における問題解決, 思考 ・ 判断
・ 作業の段取りで工夫したこと

・ 製作時の失敗やつまずきを解決したこ と

自己評価, 相互評価の向上 ⑥製作品に対する自己評価

⑦製作品に対する友達からの評価

自尊感情や自己効力の向上 ⑧製作を通して感じる自己の成長

興味 ・ 関心 ・ 意欲 ・ 態度の向上 ⑧材料加工学習で学んだ経験を今後の生活にどのよう に活かしたいか
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的に活用してい く ことが求められよう。 

4 まとめと今後の課題
以上, 本研究では, 「まとめと振り返り」 の指導につ
いて, 全国の技術科担当教員を対象とした調査を実施し, 
その実践状況を把握すると ともに 「まとめと振り返り」

の指導の凝縮ポート フ ォリ オと しての機能や, ICT活用
との関連性を検討した。 その結果, 本調査の条件内で以
下の知見が得られた。

(1) 95.3%の教員は 「まとめと振り返り」 の指導を重要
だと考えており , 実践率も高かった。

(2) 「まとめと振り返り」 の指導内容は, 学習経験の振
り返りが中心であり , 今後の学習を方向づける指導内
容は十分とはいえなかった。 また, 教員は 「まとめと
振り返り」 の効果と して, 表現力向上のみに着目して
おり , 凝縮ポート フォリオの持つ多様な機能への期待
感は低い実態が把握された。

(3) 「まとめと振り返り」 の指導を実践している教員の
中では, ICT を活用している教員は53.6%であった。
また , 主に使用されているアプリ ケーシ ョ ンは , ワー
プロ ソ フ ト やプレゼンソ フ ト であった。

(4) 「まとめと振り返り」 の指導における ICT活用は,
「情報に関する技術」 の学習とのカリ キュラム上の連

携や言語活動の支援が主なねらいであり , 凝縮ポート
フォリ オを充実させる観点からの活用はあまり意識さ

れていない実態が把握された。

今後は, 本研究で把握された実態についてより大規模
な調査による追試が必要である。 その上で , 本研究で考
察した指導内容フレームワークに基づき , 凝縮ポート フォ
リ オと しての機能の観点から , 教員の実践形態のモデル
化とそれに基づ く実践の評価 ・ 改善を進めていく 必要が

あろう。 これらについてはいずれも今後の課題とする。 
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